
分野Ⅰ「まち」

公共交通を利用して様々な人が
スムーズに行き来できる快適なまちをつくる

●誰もが利用しやすい公共交通となるよう、地域鉄道及び路線バス等の利便性の向上を図ります。

●市民にとっても観光客にとっても利用しやすい公共交通とするため、広域的な公共交通ネットワークの

 維持・強化に取り組みます。

公共交通に関する政策政策１

まちなかの充実した都市機能により、
誰もが主役の楽しさあふれる心弾むまちをつくる

●県都の玄関口として充実した都市機能を活かし、にぎわいと活力あるまちづくりを進めます。

●まちなかを舞台に、住む人も訪れる人も、誰もが主役となり楽しむことができる場づくりに取り組みます。

まちなかに関する政策政策２

持続可能で強靭な社会基盤と
安全で快適な生活環境が整ったまちをつくる

●市民が安全で安心して生活できるよう、災害に強い社会基盤の整備と、予防保全型の維持管理を目指します。
●生活インフラに関する情報発信を積極的に行います。
●市民や企業等と連携して、安全で快適な生活環境を保全します。
●市民の信頼に応える良好な水環境を保つとともに、安全で安心な水を安定供給します。

生活インフラに関する政策政策３ 1 2
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市民・企業・他自治体等と連携し、
危機事象に負けないまちをつくる

●避難者の良好な生活環境の確保を図るとともに、発災時の迅速な情報伝達体制を整えます。

●市民の防災意識を高めるとともに、事業者、団体や他自治体等と連携するなど、災害への対応力強化を図ります。

防災・減災に関する政策政策４
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